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論 文 内 容 の 要 旨
1,本 論 文 は 、 と く に現 代 ア メ リカ 社 会 学 に お け る 社 会 階 級 の 成 層 化 に 関 す る理 論 な らび に 謝 査
方 法 を 検 討 し て 、 ア メ リ カ 社 会 に お け る 階 級 構 造 の 特 色 、 階 級 構 造 の コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 作
用 、 そ の ヨ ー ロ ッパ と の 比 較 、 階 級 構 造 と 関 連 した 教 育 の 意 義 を 明 ら か に し よ う と し た も の で
あ る 。

































































































3.論 文 の 内 容 は お お む ね 次 の と お り で あ る 。
第1部 と 第2部 は 、 社 会 階 級 、 社 会 成 層 化 に つ い て の 理 論 の 検 討 に あ て らて い る 。 第1部 で
は 、 社 会 成 層 化 の 用 語 の規 定 な ら び に マ ル ク ス 、 ウ エ ー バ ー 、 サ ム ナ ー 、 ギ デ ン グ ス 、 ヴ エ ブ
レ ン な ど の 古 典 的 階 級 理 論 が 招 介 さ れ そ の 特 色 が 示 さ れ て い る 。 第2部 の 前 半 で は 、 と くに 現 在 、
ア メ リカ 社 会 学 界 で 盛 ん に 論 議 さ れ て い る 問 題 、 す な わ ち 、 社 会 に お い て 成 層 化 は 必 然 に て 必 要
な もの か ど うか に つい て の 相 対立 す る立場 、機 能 主義 者 と、非 機 能 主 義 者 の 議 論 の要 点 が ま と め られ非 機 能 主
義 者 に近 い 著 者 の立 場 が展 開 され て い る。 第2部 の 後 半 で は 、 社 会 成 層 化 の あ ら わ れ と し て の 社 会 階
級 分 析 の 方 法 が 検 討 さ れ て い る 。 ■ynd、Ohapin、Warner、Centers、Hollingshead、Kahl
な ど の 技 法 を 吟 味 して 、 著 者 は 独 自 の 階 級 分 析 の イ ン デ ッ ク ス と して 、 家 族 的 背 景 、 富 、 職 業 、
収 入 、 住 宅 等 を 総 合 した 多 元 的 指 標 を 提 示 す る 。
第3部 は 、 ア メ リカ 社 会 の 階 級 構 造 の 分 析 に あ て ら れ て い る 。 著 者 は 階 級 を6つ に 分 け そ の
各 々が 教 育 、 財 産 、 収 入 、 職 業 、 価 値 体 系 、 宗 教 行 動 、 家 族 関 係 、 居 住 様 式 、 団 体 参 加 、 交 際 、
互 の 階 級 観 に お い て い か に相 違 して い る の か を 明 ら か に す る。 こ の さ い 、Lynd、Warner、
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Hollingshead等 の 調 査 デ ー タを 利 用 した。 な お 、 この 部 分 に お いて は、 ヨー ロ ッパ 大 陸 の 階級
構 造 の特 色 に もあ らわれ て い る。 第4部 は、 ア メ リ カと西 ヨー ロ ッパ の 地域 社 会 にお いて 、 階級
構 造 が ど の よ うな意 味 を も って い るか を、 権 力 構 造 、 教 育 、団 体活 動 の3点 か ら究 明 して い る。
結 論 に お い て 、 著者 は、 ア メ リカ と西 ヨー ロ ッパ に お い て、 社 会 成 層 化 は 消滅 す る か ど うか 、
ま た 、階 級 分 化 に伴 な う分 裂 的 傾 向 の下 に、 社 会 の 連 帯 意 識 を いか に 保 持 す るか とい う問題 を究
明 す る。 前者 に つ い て は 、 あ る程 度 の成 層 化 の存 在 は 予 想 され る とみ る。 した が って後 者 が重 要
な 問題 と して浮 び 上 る が、 著者 は、 その 問 題 の 解 決 の 方 途 を 教 育 に よ る社 会移 動 の 促進 と学 校 教
育 に よ る階 級 間 の社 会 的 、 文 化 的 相 違 の 減 少 を 主 張 す る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
著者 が 、従 来 、多 くの 学 者 が独 自の 観 点 か ら進 め て きた 社 会 階級 に つ い て の諸 研 究 を 、 体 系 的 、
組 織 的 に ま と め てそ の各 々の 立場 の 特 色 や 、 見解 の 相 違 点 を 明 らか に し、 著者 の見 解 を提 示 して
い る点 、 今 後 の 社 会 階 級 の 成 層 化 の研 究 の 方 向 を 示 唆 す る もの と して 評 価 さ れ よ う。 さ らに著 者
は、 社 会 階 級 分 析 の指 標 と して、 多 元的 指 標 で あ る フ リー マ ン ・イ ンデ ック ス を創 案 し、 それ に
よ って ア メ リカ社 会 の階 級 構 造 の 分 析 を 行 って い るが 、 これ は 階級 分 析 の新 しい 方法 と して注 目
され る。 す な わ ち、単 一 にせ よ複 数 にせ よ、 同 じ基 準 を も って 、各 階級 間 の 区別 をす る と い う一
般 的傾 向 に対 して、 区別 の 基 準 は、 階級 の レベ ルに よ って違 う とい う見 解 を 展 開 した。 この 方 法
を利 用 して、 著者 は 、今 ま で発 表 され た 社 会 階級 に つ いて の 重要 な 実証 的 研 究 成 果 を きわ めて巧
み に統 合 した。 この よ う な方 法 は、 と もす れ ば 、 折:衷主義 的 傾 向 を 免 かれ 難 い が、 著 者 は、 そ こ
に一 貫 した論 理 を貫 いて い る。 これ は、 著 者 の もつ現 実 的 体験 と、 歴 史的 知 識 の 背 景か ら可 能 と
な った と思 わ れ る。
著者 の歴 史 的 教 養 は、 と くに西 ヨー ロ ッパ とア メ リカの 階 級構 造 の比 較研 究 に生 か され て お り、
西 ヨー ロ ッパ の階 級 の も つ価 値 体 系 の相 違 が 、宗 教 的 背 景 の下 に生 き生 きと描 写 され てい る。
つ ぎに 、 この論 文 が地 域 社 会 に お け る権 力 構 造 、 教 育 、 団 体 活 動 の点 か ら、地 域社会 に おけ る階
級構造 の意義 の検討を行 った ことは、 おおむ ね 、 正:しい と評価 され よ う。 た ∫惜 む ら くは 、 と くに権
力構 造 の 把握 が 、 い わ ゆ る 「コ ミュ ニ テ ィ ・パ ワ ー ・ス トラク チ ュ ア1の 研 究者 と同一 の 立場 に
立 って お り、静 態 的分 析 に留 まっ て い る点 で あ る。 す な わ ち、 この論 文 の 重 点 が 、権 力構 造 を 支
配 す る要 因 が経 済 的 背景 か 、 そ れ と も 広 い住 民 の支 持 か と い う問題 にお か れ て い るた め、 権力 を
め ぐる政党 や労 働組 合 そ のf也の圧 力集 団 の作 用 、 これ と階 級 構 造 と の関 係 の 究 明 が 充分 行 われ て
い ない う らみ が あ る。 また 、 と くに ア メ リカ に お い て 、 また多 くの 西 ヨー ロ ッパ の 国 々に おい て
問 題 と な って い る少 数 民 族 、 人種 等 階級 構 造 に つ い て の理 論 や 分析 方 法 の なか で 、 どの よ うに位
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置 づ け るか が必 ず しも 明確 と は い え な い。
最 後 に 著者 が 、階 級 に分 裂 して い る社 会 に おけ る社 会統 合 の 作 用 を教 育 に求 め 、 この 立 場か ら
学 校 教 育 に対 す る提 言 を行 っ て い る が、 これ は著 者 の この 社 会 階級 研 究 か ら生 まれ た社 会 的主 張
とみ るべ きで あ る。 これ は、 教 育の社会学的研 究者 は、社 会 現 象 と して の教 育 を 、単 に科 学 的 に 分
析 す る だ けで はな く、 そ の 問題 意 識 にお い て、教 育 に よ って社 会 を進 歩 させ た と い う信 念 を もつ
と い う ウ ォー ド以 来 の伝 統 を よ く反 映 す る もの で あ ろ う。
以 上 の よ うに み て くる と、 さ ら に深 い 検討 を進 め る べ き点 もみ られ る が、 社 会 階 級 の 研 究 に新
しい 方 法 を生 み 出 し、 社 会 にお け る教 育 の役 割 を 明 らか に した 点 、 この 問題 の究 明 に新 ら しい 知
見 を 提 供 した もの と い うべ きで あ る。
よ って、教 育学 博 士 の 学 位 を 授 与 す るの に適 当 で あ ると認 め られ る。
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